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ツベル ク リン反応 の注射 部位 に よる差異

第2報 前脾 屈側 及び伸・側 にお ける2,000倍

と10,000倍 稀 釈 蔽 との関係
～

国立予防衛生研究所

伊東 恒夫 ・前田 道明 ・柳沢 謙

(昭和29年4月23日 受付)

緒 言

先 に第1報 において,2,000倍 及び10,000倍 ツベル ク

リン稀釈液 を左右前臆の屈測及び伸側 にそれ ぞ れ 注 射

し,屈 側 と伸側 との聞 におけ るツベル クリン の同一稀釈

液に よる反応 の部 位差について報告 した｡こ の同 じ調査

資料から同 じ注射部 位,す なわち左 右の屈側
も

或い は伸側 に お け る2,000倍 と10,000倍 稀

釈液 との反応性の相 関を検討 し,若 干 の知見

を得たので報告す る｡

調 査 方 法

調査方法の詳細は第1報 に記載 した通 りで

ある｡す なわ ち小｡中 学生2,211名 を対 象 と

し,2,㎜ 倍及び10,∞0倍 稀釈液 をそれぞれ

左右前鱒の屈側及 び 伸側 の 皮内に0・1ccず

つ注射 し,48時 間後 にそ の反応を計測 した｡

調 査 成 績

1)屈 側 におけ る成績

aノ 発赤:2,000倍 と10,∞0倍 稀釈液に

よる発赤の関係は,第1図 に見 られる如 く,

ほぼ3ヵ 所 に分布 している｡す なわち一 は両

稀釈液共に反応 を示 した ものに お い て は,

2,000倍 側か ら見 て12～23mm,10,000倍 側

から見て10～20mmの 大 きさにほぼ楕円形

の範囲内に分布 し,中 心部 よ り2,000倍 側

にかたよつている(A群)｡次 に 多 い 群 は,

10,000倍 陰性 で2,000倍 陽性の もので,こ れ

b)硬 結:第3図 に示す如 く2,000倍 と10,000倍 稀

釈液 とに よる硬結形成率は明 らかに差異があ り,2・000

倍 の方にかたよつ た分布を示 している｡叉 この度数分布

曲線 において も第4図 に示す如 くそ のッベル ク リンの濃

度差が よ く現れている◇
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は,398例 中241例(60・5%)認 め られ,そ の分布状態は

大体14～15mmの 大きさを頂点 とした正 規分布 を示 し

ている(B群)｡次 いで少数例 なが ら2,000倍 で34mm

以上の強反応 を呈 した もので10,000倍 では12～25M .?21

を示す群が認 められた(C群)｡

発赤の全例 の度数分布曲線を見 ると第2図 の如 くで,

2,000倍 では18mmを 頂 点 とした正規分 布 を 示 し,

10,000倍 では14mmを 頂 点 とした同様 の分布傾 向が セ

方すなわち小 さい方にかた よつ てずれてい るのが見 られ

る｡

一 ・-1

c)二 重 発赤:第1表 に示す よ うに2,000倍 では7.6

%i10,000倍 では1・2%認 め られた｡

2)伸 側 におけ る成績

a)発 赤:第5図 に示す如 く屈側の場 合と略 々同様て

あ るが,一般に 発赤は屈剛に比 して小 さ く,その分布状態

もA群 は屈側の如 く集積せず拡がつていた｡B群 は524

例申166例(31.7%)あ り屈側 よ り減少 しているがC群 は

327例 あ り屈 測に比 して多かつた｡

全例 の度数分布曲線 は第6図 に示す如 くで羅側 とはや

や趣 を異 にし,2,000倍 に おいては57〃 〃～～30溜 η～に亘
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る低 いなだ らかな峰 を画いている｡10,000倍 において も

同様 の傾向で左方 にずれてい るのが見 られた｡

bノ 硬結:第7図 に示す如 く屈側 と同様 の傾向を示 し

ているが,一 般 に伸側 は屈側 に比 して硬結 形 成 率 は 高

く,2,eoe倍,10,000借 共 に硬結を形成 した ものが多い｡

叉同時に10,000倍 で形成な く,2,000倍 で硬結を示 した

ものが犀側 に比 してはるかに多 くよくその濃度差を現 し

ていた｡度 数分布 曲線 において も第8図 に示すよ う

に2,000倍 と10,000倍 では同一傾 向を示 しなが ら

各硬結 の大 きさの度数 に差が あ り,よ くその濃 度差

を現 していた◎

c)二 重発赤:第1表 に示す よ うに2,∞0倍 では

16.4%,10,000倍 では4.1%と いずれ も属側 に比 し

その形成率は高かつた｡

総 括 及 び 考 按

ツベル ク リン反応 を検査す る場 合飼体 の ツベル ク

リン ・アレルギーの度合 を計 るのに,ツ ベルク リン

を逓 減的 に稀釈 して検査す る方 法が,古 来多 くの研

究者D2)3)の5)6)7)に よ り用い られて来 ている｡し か

し判定時問及 び陰陽 を決定ず る判定規 準 も研究者に

よ りまちまちである し,稀 釈 度を違 えたツベル クリ

ン稀 釈液 を もつ て行つた反応 の判定規準 については

難解 な問題 が多い｡我 々も従来 この問題 について種

種検討の9)10)11)ユ2)を加えて来たが,今 圓は稀釈度を

z,OOO倍 と10,000倍 に とり,前 臆 の屈側及び伸側に
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おけ る反応性の相違 を検 討 した｡

両者の発赤の関係は第1及 び5図 の相 関図か らも第2

及び6図 の度数 分布 曲線 に示 し た 通 りで,2,000倍 が

10,㎜ 倍 より大 き く現れてい る｡特 に屈側 を選んだ場合

には第1図 で明らか なよ うに2,000倍 の側か ら見て12

～23mm・10・000倍 側か ら見て10～20mmに ほぼ構円

形 と思わ れる分布 を示すA群 と10,000倍 では反応な く

2,000倍 で15mmを 頂点 とし,10～25

mmに 亘 る正規分布 を示すB群 と,更 に

2,000倍 で34mm以 上 と云 う大 きい反

応 を示 した もので10,㎜ 倍 では12～25
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mmに 亘 る正規分布を示すC群 が少数例

存在 している｡

なお これ らの屈側 におけ る2,000倍 と

10,0CO倍 稀釈液 との関係 は大 きさに若干

のずれ はあるが伸側 においても同様 のこ

とが見 られる｡

一般に前脾伸側 は屈側 に比 して
,発 赤

の大 きさが小 さい ことは前報13)に 既 に

述べ た ところであ り分布は拡 が つ て い

る｡し か し2,000倍 で34mm以 上を示

す もので10,000倍 でもか な り大 きい反

応を示す ものすなわ ちC群 が屈側に比 し

多 くな り,且 つ その大 きさも大き くなつ

てい ることは,注 射部位差 と考え合せ,

興昧あ ることである｡

2,000倍 稀釈液 の反応 が10,000倍 のそ

れに比 了.小さ く現れた ものは苦干存在 し

ていた｡す なわ ち2,000倍 で10mm以

上を示す ものにおいて見 ると,屈 側 にお

一 一 ・2-一 一
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いては2,211例 中145例(6.6%),伸 側においては

46例(2.1%)認 め られた｡し か しこれは確か に計測

値 においては2,000倍 より大 き くなつてい るが,そ

の色調,境 界等極めて薄 く反応 としては明らがに弱

い と認 められ るものである｡又 この対 象は ここ数年

来種々な ッベル ク リン稀釈液が左 右齢 孕屈側に年2

回以上注射 されているので,頻 回注射の影響 も考え

られるが,こ れ らの側体が毎常 このよ うな反応を示

す ものか は検討の要 がある◇ この ことは処女注射で

ある伸側が頻 回注射 されてい る屈側に比 しは るかに

この現象が少ない ことも今後の検討 の参 考にな ると

思 う｡

硬結についての2,∞0倍 と10,000倍 の差は著 し

く,2,000倍 で6mm以 上の硬結 を示 した もので,

10,000倍 では硬結 を形 成 しない ものは屈側において

は809例 中448例(55｡4%)イ 中側におい ては1,479例

中572・例(38.2%)も ある｡

屈側 ・伸側共 に相関図における分布 は発赤の場合

と同様異つた二つの群が存在 している◎

屈側｡伸 側共 に発赤について も,硬結についても,

2,000倍 と10,000倍 稀釈液 との関係を見た場 合2～

3群 が見 られ ることは,ア レルギーの程度 や体質学

的 に見て興味 あることである｡殊 に この集団 は結核

菌 による汚染度は高 く,自 然感染者 も多 く,叉BCG

も数 年来接種 され,様 々なアレルギーを賦与 された

ものが存在 してい るだけ に,こ の問題を更に追究 し

て見 る必要が あろ う｡

結 論

前勝屈側及 び伸側 に2,000倍,10,000

倍稀釈液を注射 してその反応性の相関を

・ 「232
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検討 して,次 の 如 き結果 を得た0

1)発 赤:屈 側に注射 した ものでは,

2,000倍 に比 してその大 きさは劣 るが,

10,000倍 稀釈液においても相当大 きい反

応を示す もの と,2,000倍 では反応 を示

すが,10,000倍 では無反応の もの とが あ

つた○

伸側 において も,屈 側 とほぼ同様 の傾

向が認め られるが,伸 働は一般 に発赤 は

小 さ く分布は拡が り,2,000倍,10,0∞

倍共に小 さい反応 を呈 す るもの と,逆 に

両者共が強 い反応 を呈す るもの とが混在

し,飼 体差が強かつた｡

2)硬 結:屈 側 においては発赤 とは逆

に形成率は低 く,2,000倍 で触知出来た

ものも,10,000倍 ではその触 知率 は44・6

%に 減少 し,両 者共に硬結形成 した も

の も,そ の大 きさは10,000倍 が小 さい◇
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